
【幹 事】 福岡県 人づくり・県民生活部 スポーツ振興課
【参加県】 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県、山口県

今後、国際スポーツ大会の開催を契機として、多くの観光客が九州を訪れるよう、九州の観光や

物産の魅力を国内外に発信するとともに、ボランティアをはじめとする受入環境の整備に向けた取
組みも必要であるため、九州一体となったスポーツ振興及び地域活性化に取り組む。

目 的

「国際スポーツ大会を契機としたスポーツ振興・地域活性化の取組み」 （H２７．１０～）

○ 震災の風評被害により観光客が減少しているが、ラグビーワールドカップ開催地である熊本県をは
じめ、キャンプ地誘致活動等あらゆる場で、各県が連携し九州全体のＰＲを実施していく。

○ ラグビーワールドカップ公認キャンプ地に係るガイドラインが発表される予定（５月末）もある。そこで
九州３会場だけでなく、キャンプ地誘致を含めた九州全体を盛り上げる施策を検討・実施する。

今後の課題・取組

取組内容・成果

・ラグビーワールドカップ成功に向けた九州一体による取組

・九州一体となったアスリート育成・キャンプ地誘致の取組

・国際スポーツ大会を契機とする観光・物産の九州一体での

魅力発信

・外国人観光客受け入れ環境の九州一体での整備

・九州一体となった文化プログラムに基づくイベント開催

取組方針

・国際スポーツ大会のキャンプ地誘致

の実現

・ラグビーワールドカップ２０１９大会の

成功

・九州・山口周遊観光客の増加

期待される効果

（１）ラグビーワールドカップ成功に向けた九州一体による取組
○九州開催都市担当者会議の開催
○ラグビーワールドカップリミテッド（ＲＷＣＬ）視察
対応に関する情報交換
○Ｇ７北九州エネルギー大臣会合会場内での横断
幕による九州３会場のＰＲ

（２）九州一体となったアスリート育成・キャンプ地誘致の取組
○九州タレント発掘・育成コンソーシアム事業の実施
○九州一体となったキャンプ地誘致活動の実施

（３）国際スポーツ大会を契機とする観光・物産の九州一体での魅力発信／外国人観光客受け入れ
環境の九州一体での整備／九州一体となった文化プログラムに基づくイベント開催
○九州地域戦略会議九州観光戦略委員会や九州・沖縄文化力推進会議との連携・情報共有

（４）その他
○九州各県政策連合担当者会議における今後の取組内容及び進め方の協議

九州が一体となった取組み
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（１）九州開催都市担当者会議の開催 

  ◇開催日 平成28年1月12日（金） 

  ◇開催地  熊本県 

  ◇内 容  ①各開催都市等のこれまでの取組状況についての情報交換 

       ②今後の連携した取組についての意見交換 

        ・2019年までの国際スポーツ大会における集客方策の検討 

        ・開催県以外の各県への集客等の協力呼びかけ 
 

（２）ラグビーワールドカップリミテッド（ＲＷＣＬ）視察対応に関する情報交換 

  ◇視察日 大分県（4月4～5日）→熊本県（4月12～13日）→福岡県（4月14～15日） 

  ◇内 容 ３県で視察対応に関する情報を共有 
 

（３）Ｇ７北九州エネルギー大臣会合での横断幕によるＰＲ 

  ◇展示日 平成28年4月30日（土）～5月2日（月） 

  ◇会 場 ＡＩＭビル３階 プレスセンター前（北九州市小倉北区浅野） 

  ◇内 容 試合会場及び開催県の取組を紹介 

 

 

 

 

（１）九州タレント発掘・育成コンソーシアム事業の実施 

  ○各県におけるアスリートの発掘・育成の取組の推進 

   ・「ワールドクラス・パスウェイ・ネットワーク（※）」に、福岡県に加えて、佐賀県、

大分県、宮崎県が新たに登録を申請 
     ※ 独立行政法人日本スポーツ振興センター（ＪＳＣ）が平成２７年４月に設置した地域タレント発  

掘・育成事業や競技団体などとの連携・協働のプラットフォーム 

  ○中央競技団体との協働によるアスリートの発掘・育成プログラムの実施 

   ・カヌー競技九州大会上位者を対象とした中央競技団体トップコーチによる合宿の実施 
 

（２）九州一体となったキャンプ地誘致活動の実施 

  ○ノルウェーオリンピック委員会キャンプ地視察団の受入 

   ◇視察日 平成28年3月17日 

   ◇視察先 佐賀県：佐賀県ヨットハーバー  熊本県：班蛇口湖ボート場 

        福岡県：博多の森陸上競技場、博多の森テニス場 

            レベルファイブスタジアム、アクシオン福岡 

            小戸ヨットハーバー  

１ ラグビーワールドカップ成功に向けた九州一体による取組 

２ 九州一体となったアスリート育成・キャンプ地誘致の取組 
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（１）九州地域戦略会議九州観光戦略委員会 

   「第二期九州観光戦略 第二次アクションプラン」について、平成28年10月の完成に向

け策定中 

 

（２）九州・沖縄文化力推進会議 

   ラグビーワールドカップ・ハンドボール世界大会（２０１９年）や東京オリンピック･

パラリンピック（２０２０年）など国際的スポーツイベントの開催決定を契機として、九

州･沖縄･山口の各種文化の啓発を図り、国内外に向けて文化力を発信。 
 

  〈啓発フォーラムの実施〉 

       九州・沖縄文化力推進会議のオリンピック・パラリンピックに向けたキックオフイベ

ントして、大分県（H28.11月）、宮崎県（H29.2月）、福岡県（時期未定）で開催予定 

 

 

 

 

 ○ 九州各県政策連合担当者会議の開催 

   ◇開催日  平成28年3月18日（金） 

   ◇会 場  福岡県立スポーツ科学情報センター 

   ◇内 容   

①これまでの各県の取組についての情報共有 

     ・オリンピック・パラリンピック大会に向けた組織の設立状況について 

     ・海外キャンプ地視察の受入、海外プロモーションの実施状況について 

    ②今後の取組及び進め方の協議 

     ・各県が協力したＰＲや情報発信について 

３ 国際スポーツ大会を契機とする観光・物産の九州一体での魅力発信／外国人観

光客受け入れ環境の九州一体での整備／九州一体となった文化プログラムに基づ

くイベント開催 

４ その他 


